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No code? No problem. Get inspired by how our 
customers are using Workflow Builder now.

22 Ways to
Automate
Work in Slack

Slackbot で 
チームの仕事を
スピーディーかつ
スマートにする 
10 の方法

Slack 内で機能する、仕事のための新しいパーソナル 
AI エージェント「Slackbot」をご紹介
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分散した仕事から、接続された
コンテキストへ

1

FPO



4SLACKBOT でチームの仕事をスピーディーかつスマートにする 10 の方法SLACK の SLACKBOT と AI 4

チームはこれまで以上にハードに働くことを求められているにもか
かわらず、仕事の基盤がそれに対応したものになっていない――。
今あらゆる業界でこうした状況が見られています。

さまざまなツールをバラバラに使う、情報を探し回る、経緯を何度
も確認するといった仕事の進め方は、ヒビの入った土台を繰り返し
テープで修理しながら耐えているようなものです。作業は各種アプ
リやタブに分散し、働く人は手動での繰り返しタスクに膨大な時間
を費やしています。実際、このようなツールの切り替えを 1 日中強
いられることで、生産性が 40% 低下するとも言われています。こう
した分断により、反復作業が増え、引き継ぎが遅れ、ミーティング
前の準備に多くの時間がかかるという状況が生じています。

今こそ、新しいアプローチでこの状況を変える時です。実際の業務と
しっかりつながった方法を採用することで、仕事の足を引っ張って
いる摩擦を解消できます。

Slack はシンプルな方法で、仕事の基盤を刷新します。それは、 
会話、ツール、データ、エージェントを 1 つの会話型インターフェイ
スに集約して連携させるというアプローチです。仕事の流れを止め
ることなく、状況を明確に把握してスピーディーに行動できるように
なることで、チームは価値の高い業務に注力する余裕を得て、意義
のある成果を導けます。

さらに Slack の AI と、新たに再構築された Slackbot を活用す
ることで、ユーザーは必要なことを自分の言葉で依頼して、Slack に
仕事を任せられます。Slack は、人とエージェントが連携して仕事
を進められる場所です。文脈がつねに共有され、モバイルファース
トで親しみやすく直感的な環境が用意されています。個人とチーム
の両面で仕事の生産性が向上することで、組織は影響力を高め、 
ビジネスを次の段階へと成長させるための強力な基盤を手にするこ
とができます。

複数のツールを切り替えて使うことにより、
生産性が 40% 低下します。

https://www.psychologytoday.com/us/blog/brain-wise/201209/the-true-cost-of-multi-tasking
https://slack.com/intl/ja-jp/customer-stories/openai-connects-with-customers-and-expands-chatgpt-with-slack
https://slack.com/intl/ja-jp/customer-stories/inter-story
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Slackbot は Slack 内で利用できる「仕事のためのパーソナルエージェン
ト」です。ユーザーの会話、ファイル、プロジェクト、関係者を理解し、ユー
ザーの希望に沿って、二人三脚で働いてくれます。仕事の流れの中で、 
検索、整理、下書き、問題解決を支援し、生産性向上をサポート。特別なセ
ットアップは必要なく、すぐに利用できます。

Slackbot 入門

SLACKBOT とは

重要である理由

ほかのチャットボットとの違い

Slackbot を利用することで、ユーザーはアプリを切り替える必要なく、
集中力を保ってスムーズに仕事を進められます。自分の状況に合わせた
サポートを得て、業務の負担を軽減できます。あなたを理解するパーソ
ナルエージェントと一緒に働くことで、生産性の大幅アップが期待でき
ます。

Slack ネイティブで組み込まれる Slackbot は、コンテキストを認識し、
アクション指向で、安全性も保たれています。ユーザーがすでに仕事をし
ている信頼性の高い 1 つの場所で、検索、コンテンツ作成、リマイン 
ダー、パーソナライゼーションを組み合わせて支援します。ほかのチャット
ボットとは異なり、Slackbot はユーザーとその業務内容を深く理解し、 
ユーザーのトーンを反映したユニークな応答を返します。
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Slackbot とは
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AI は自然に感じられるような存在であるべきだと Slack は
考えています。つまり、後づけ感があったり、集中力のじゃま
になったり、なんらかの「学習」が必要になったりするもので
あってはなりません。だからこそ私たちは、ユーザーがすでに
利用している Slack の会話や canvas、チャンネル、共有フ
ァイルに AI を編み込んでいます。Agentforce が人とエー
ジェントがともに働くための扉を開き、Slackbot がそのビジ
ョンを個人のレベルへと広げます。

Slackbot は、あなたが Slack 内でいつでも利用できる、 
仕事のためのパーソナルエージェントです。日々の業務のバッ
クグラウンドで機能し、ユーザーの仕事の流れを理解して、
必要な時に必要な情報を提供します。Slackbot は、そのユ
ーザーがアクセス権をもつ会話のすべてを把握し、これまで
は埋もれていたかもしれない点と点とをつないで、疑問をア
クションに変えてくれます。ユーザーはツールを切り替えるこ
となく、これを実現できるのです。

個々のユーザーの業務にもとづいて、Slackbot は仕事のパ
ターンや好みのトーン、担当するタスクのタイプを認識し 
ます。要約、準備、下書き、検索、整理、ガイドを担ってくれる 
AI アシスタントにより、ユーザーはこれまでの仕事習慣を変
えることなく、快適にサポートが得られます。

なにより Slackbot によって、ユーザーは仕事を次のステッ
プに進めやすくなります。特別なプロンプトや技術的なスキ
ルは必要ありません。自分の言葉で尋ねるだけで、あとは 
Slackbot が作業を引き継いでくれます。

「Slackbot はいつもそばにいる優秀な同僚
のような存在で、ステータスがつねに緑色、
つまり、Slack 内でいつでも対応してくれ 
ます。複数のアプリやウィンドウを切り替 
えて、思考の流れが妨げられることはもう
ありません。Slackbot に尋ねるだけで、 
ふだん仕事をしている Slack から一歩も
離れることなく、調査やコンテンツ作成を
してもらえます。おかげで毎日の作業効率
が大幅に上がりました。集中力が途切れる
ことも、余計なストレスもありませんね」

CHRISTINE MCHONE 氏 
GLOBAL ENTERPRISE TMT LEADER 
SLALOM

https://slack.com/intl/ja-jp/features/canvas
https://slack.com/intl/ja-jp/features/channels
https://slack.com/intl/ja-jp/ai-agents
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このような機能のすべては、Slack の信頼できるセキュリティ基盤内
で実現できるため、チームは安心して AI を大規模に導入でき 
ます。Slackbot とのやり取りは、そのユーザーのみに表示され、 
ほかの人が目にすることはありません。また、Slackbot が閲覧でき
るデータは、そのユーザーがアクセス権をもつデータのみです。この
基盤は、Slack の AI ガードレールとエンタープライズグレードのセ
キュリティの枠組みで強化されており、あらゆる AI 機能の完全性
が保護されるとともに、厳格な安全対策の適用により、悪影響の 
軽減、プライバシー保護、顧客の信頼維持を実現します。Slack AI  
および Slackbot を利用する際に、ユーザーのデータが保存され 
たり、大規模言語モデルのトレーニングに使用されたりすることはあ
りません。

Slackbot は、今のあなたと次のアクションとの間にある壁を取り払
います。Slack ネイティブの AI 機能と、拡大を続けるエージェント
エコシステムとともに、Slackbot は個人、チーム、組織全体が、業
務の流れの中でより明確に、中断なく仕事を進められる環境を実現
します。

このガイドでは、チームが Slack で Slackbot と AI を使って、より
スピーディーかつスマートに仕事をするための 10 の具体的な方法
を紹介します。



Slackbot はどこに現れる？
3

FPO
Slackbot は見つけやすく、簡単に使えるよう設計されてい
ます。Slackbot はあなたがいつも仕事をしている場所に表
示されます。仕事の進め方を変える必要はありません。
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サイドバーで Slackbot にアクセスできます。ユーザーはそこか
らいつでも会話を始めたり、プロジェクトについて確認したり、
簡単な質問をしたりできます。自分の言葉で何でも尋ねられる
専用のスペースだと考えてください。

サイドバー内で
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ユーザーがチャンネル内で仕事をしている時、Slackbot はそ
の人に関係するコンテキストを把握します。ユーザーがチャン
ネルの canvas を開くと、Slackbot はそれを認識してフォロ
ーアップのプロンプトを提案し、ユーザーが内容を調整したり、
新しい質問をしたり、さらなる情報を得たりできるよう支援し
ます。

チャンネル内で
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プロジェクトの概要やまとめ、ミーティングのアジェンダ、
ローンチの計画など、あらゆる canvas の作成・更新を 
Slackbot が担ってくれます。canvas を開いた後も分割ビュ
ー内で Slackbot にアクセスでき、引き続き二人三脚で作業
を進められます。

canvas 内で
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メッセージやドキュメントについて新しい疑問や要望が生じた
場合は、メッセージ作成領域から直接 Slackbot に質問でき
ます。Slackbot がコンテンツの要約や、専門用語の説明、フォ
ローアップの下書き作成などを瞬時に行ってくれるので、仕事
の流れが途切れません。

メッセージ作成領域で
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Slackbot が扱えるのは、画面に表示されている内容だけで
はありません。必要なものを伝えるだけで、Slackbot がチャ
ンネル、メッセージ、ファイルのほか、あなたが日々使ってい
る接続済みのツールも参照して、適切な情報をまとめてくれ
ます。

ツールを横断して
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Slackbot でチーム
の仕事をスピーディー
かつスマートにする 
10 の方法

4
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仕事の文脈を理解
するパーソナルエー
ジェントを、すべて
の従業員に
Slackbot 導入前

AI アシスタントを導入したものの、コンテキスト
がなかったり分断されていたりして、十分効果を
発揮していませんでした。環境への適応能力や
学習能力がなく、操作性も今ひとつで、従業員の
間での利用が広がりませんでした。

Slackbot 導入後

コンテキストを理解するよう設計された 
Slackbot は、より正確で関連性の高い応
答を返し、実際に仕事を進めるためのアク
ションを起こしやすいツールとして役立ち
ます。Slackbot はユーザーとその業務をすばや
く理解し、時間の経過とともに好みやコミュニケ
ーションのスタイルに適応。従業員は一人ひとり
に合った適切かつ現実的な支援が得られます。

01
新しい Slackbot は、あなたの会話、ファイル、ワークフローとしっかりと結び
ついています。Slack 内のメッセージ、ファイル、カレンダーや、接続されたシ
ステムから情報を引き出して、質問に答え、文脈に即したアクションを提案し
ます。

基本原則

	• 仕事の流れの中で利用できる。Slackbot は、ユーザーがすでに利用して
いる会話や canvas 内で機能します。ユーザーはツールを切り替える必要
なく、集中して仕事を進められます。

	• リアルな文脈を反映して動作する。ワークスペース内のチャンネルやファ
イル、接続済みアプリを理解している Slackbot は、一般的な推測ではな
く、ユーザーの仕事内容を反映した応答を返します。

	• 操作がカンタン。ユーザーは自分の言葉で質問し、その都度、内容を調整
しながら、一貫して会話形式でやり取りを続けられます。Slackbot は終始
ユーザーのペースに合わせて支援します。

	• 仕事を前に進める。ただ情報を提示するだけでなく、canvas の作成や、 
プランの概要説明、メッセージの下書き、リマインダー設定のほか、適切な
同僚への引き継ぎも行なってくれます。

	• 信頼と制御性を基盤にした設計。Slack のエンタープライズセキュリティモ
デルを踏襲する Slackbot は、そのユーザーにアクセス権がある情報のみ
を用いて、業務の安全性を確保しながら、強力なサポートを提供します。
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Slackbot は、あなたが毎朝仕事を始める前に
確認するコントロールセンターのような役割を
担います。Slack および Google ドラ 
イブ、Salesforce、OneDrive などの連携シス
テムから, メッセージやファイル、カレンダーイ
ベントの情報を取得して、ミーティング、急ぎの
メッセージ、未処理のタスクといった重要事項
を 1 つのビューにまとめてくれます。

質問の例

	• 「今日、私が優先すべきことは何ですか？」
	• 「お客さまとの次回のミーティングに備え
て、アカウントレビューを要約して canvas 
にまとめて」

Slackbot が最新の情報やコンテンツを 1 つ
のブリーフィング用 canvas にまとめてくれる 
ため、あなたはチャンネルや文書を探し回るこ
となく、準備が整った状態で仕事やミーティン
グを始められます。

日々の業務やミ
ーティングの開
始時に、優先順
位が明確に

Slackbot 導入前

営業リーダーは、重要なミーティングの前に 30～60 分かけて、スレッドやプ
レゼン資料、打ち合わせの記録からこれまでの経緯を確認し、話す内容を調
整していました。

02

Slackbot 導入後

Salesforce の営業担当者は、Slackbot に対して、canvas や Google スラ
イドの資料が含まれた顧客チャンネルの履歴を要約し、優先順位や課題、自
社の現在のポジショニングを抽出してくれるよう依頼。Slackbot からすぐに
提供された要約を、ナラティブ作成を担当する同僚に共有して、ミーティング
に向けた準備をすばやく整えています。
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顧客とのやり取りは、ハドルミーティングの文字起
こし、通話記録、チャンネル、共有ファイルなど、
さまざまな場所に保存されています。Slackbot は
その内容を分析し、テーマや問題点、次のステッ
プなどを導き出します。

プロンプトの例

	• 「このお客さまとの昨日の初回打ち合わせを要
約して、問題点、予算の見込み、アクション項目
を抽出してください」

	• 「#営業-戦略と #財務から、新しい価格モデル
についての議論を要約してください」

Slackbot はチャンネルや canvas を横断して検
索を行い、最新情報をまとめて、決定事項を特 
定し、未解決の問題を提示します。これにより、 
チームは認識を共有したうえでミーティングを始
められます。最初の 15 分を現状把握に費やす必
要はもうありません。

分散した会話を
顧客インサイトに
変換

Slackbot 導入前

顧客担当チームは、経営幹部との会議に必要な数か月分の情報を 1 つのチ
ャンネルに閉じ込めていました。重要なメッセージや資料、フィードバックな
どがすべてそこで共有されているため、担当者はチャンネル内を延 と々スクロ
ールして、ストーリーをまとめなければなりませんでした。

03

「Slackbot は私のパーソナルアシスタント、つまり AI 
を組み込んだ知識豊富なインターンがいつもそばにい
るようなものです。Slack 内のあらゆる会話を参照して、
ブレインストーミングやドキュメントの作成など、スピ
ーディーかつスマートに効果的に仕事を進められるよう
手助けしてくれます」
MIKE WILDAY 氏 
MANAGER OF LEARNING TECHNOLOGY SOLUTIONS 
LOS ANGELES PACIFIC UNIVERSITY

Slackbot 導入後

営業担当者は Slackbot に対して、チャンネルの履歴、canvas、スライドを分
析して以下のことを説明してくれるよう依頼できます。

	• Salesforce ソリューション全体の現在のポジショニング
	• Slack が付加価値を創出できる領域
	• 顧客の優先順位と課題

Slackbot がわかりやすい要約を作成してくれるので、営業担当者はすぐにそ
れを関係者に共有できます。そのスピードと精度は、従業員の間でも高く評価
されています。



19SLACKBOT でチームの仕事をスピーディーかつスマートにする 10 の方法SLACK の SLACKBOT と AI

カスタマーサービスチームは、途切れることなく
寄せられる顧客からの問い合わせや、技術的な
問題、エスカレーションの手続きに際して、複数
のチャンネルにある事例や会話の履歴をもとに
対応にあたらなければなりません。Slackbot が
このような情報をまとめてくれることで、サービス
担当者は現状を速やかに把握し、パターンを早
期に認識して、十分に準備ができた状態で顧客
対応を始められます。

カスタマーサービ
ス部門のトレンド
把握、速やかな問
題解決、顧客との
関係構築を支援

Slackbot 導入前

カスタマーサポート担当者は、個別のケースを一つひとつ確認して類似例を
探し、複数のチャンネルから取引の履歴を調べ、大事な通話の前には、記憶
と手作業に頼って必要な情報を検索していました。複数の顧客から同じよう
な問題が同時に報告された際には、担当者は時間をかけて共通点をさぐり、
問題がさらに広がっていないかどうかを確認していました。

04

Slackbot 導入後

Slackbot が以下のことを行ってくれます。

	• 最新のサポート事例を確認して、繰り返し発生している問題を抽出し、 
設定、デバイス、問題になっている動作などの詳細を明らかにする

	• 取引金額、サポート履歴、主要な連絡先など、顧客のあらゆる情報をまと
めることで、担当者が状況や重要事項を理解したうえで、顧客との会話を
始められるようにする

	• 引き継ぎがスムーズにできるような、わかりやすい説明の下書きを作成し、
直近の議論をもとに気配りのある対応ができるよう担当者を支援する

これまで手動で行っていた調査やクロスチェックを Slackbot が正確かつス
ムーズに行ってくれることで、カスタマーサービスチームはすばやく行動を起こ
して、解決までの時間を短縮し、顧客からの信頼を確保できます。
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通常、新しいプロダクトや機能をリリースする際 
には、あらゆる場所からの情報を取りまとめなけ
ればなりません。製品に関するディスカッション
や、調査メモ、デザインに対するフィードバック、パ
イロットテストで得られた知見、営業に関する会
話といった情報です。Slackbot はこのような分
散した情報を集約し、明確な 1 つの出発点を提
供してくれます。これによりチームは足並みを揃え
て、すばやくプロジェクトを前に進めることができ
ます。

社内のナレッジを
活かして、市場投入
プランを策定

Slackbot 導入前

チームは複数のチャンネルを調べ、古いドキュメントを検索し、最新のポジシ
ョニングについて各所に尋ねて、製品、デザイン、調査、営業の各部門がもつ
知見を手作業でまとめる必要がありました。ローンチ計画書を作成する際に
も、さまざまなメンバーによる下書きをまとめ、調整のためのミーティングを
随時設定する必要がありました。

05

Slackbot 導入後

Slackbot は、指定されたチャンネルを検索し、関連する詳細を収集して、 
組織のこれまでの経緯にもとづいたローンチ計画の概略を作成できます。 
重要な調査結果、競争力のあるポイント、ポジショニングに関する過去の作
業も提示します。これらの情報はエグゼクティブサマリーとともに canvas に
わかりやすく整理されるため、チームによる共同編集も簡単です。

プロジェクトを開始する準備ができたら、Slackbot に主要な関係者のカレ
ンダーから空き時間を見つけて、会議の時間を確保するよう依頼できます。 
推奨のアジェンダを canvas に直接追加してもらうことも可能です。

これにより、従来は何時間もかけて行っていた情報の収集、書き直し、調整と
いった作業を、Slack 内の単一のフローに統合できます。
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部門横断型のプロジェクトでは、複数のチャンネ
ルやツールが利用され、チーム間でタイムゾーン
が異なる場合も少なくありません。Slackbot を
活用することで、各チームは足並みを揃え、連携
してプロジェクトを進められます。

Slackbot が以下のことを行ってくれます。

	• チャンネルや長いスレッドを要約して、関係者
が速やかにキャッチアップできるようにする

	• プロジェクトの概要やミーティングのアジェン
ダを canvas 内に直接作成する

	• ドキュメントや文字起こしから、アクション項
目や決定事項を抽出する

たとえば価格設定についての会議を行う前に、
以下のように Slackbot に依頼できます。

	• 「重要な決定事項と未解決の問題を含めた、
新しい価格モデルについての最新の会話を 
#営業-戦略と #財務から要約してください」

部門横断的なプロ
ジェクトで足並みを
揃える

06
Slackbot は、情報を canvas に集約し、わかりやすいエグゼクティブサマリ
ーをまとめてくれます。この唯一の情報源に対して、マーケティング、営業、財
務、プロダクトなどの各部門はコメントをしたり、内容を編集したりできます。

Slackbot 導入前

関係者は、複数のチャンネルやメールのスレッド、さまざまなバージョンの文
書から最新情報を見つけ出す必要がありました。また、ミーティングの始めに
は進捗共有を行わなければならず、重要な意思決定にかかわる話し合いをす
るまでに時間がかかっていました。

Slackbot 導入後

Slackbot が決定事項やリスク、次のステップを含めた簡潔なまとめを提供し
てくれるため、ミーティングでは未解決の問題への対応に集中した話し合い
ができます。
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エンジニアリングの仕事では、スピードと細部へ
の注意の両方が求められます。インシデントやプ
ロダクトに関するディスカッションが生じた 
場合、チームはアクションを起こす前に、複数の
チャンネルから状況を把握しなければならない
ケースがよくあります。Slackbot がこのような情
報をまとめてくれることで、エンジニアは作業を
停滞させることなく、スピーディーに問題に対処
できます。

エンジニアリング
チームが速やかに
インシデントを把
握し、作業を円滑
化できるよう支援

「ほかのツールと比べても、自社のビジネスの文脈をはるかに効
果的に反映してくれるバーチャルアシスタントです。Slackbot 
のおかげで効率が大幅に向上し、毎日 30 分は節約できていま
すね」
MOLLIE BODENSTEINER 氏 
SVP OF OPS、ENGINE

07
Slackbot 導入前

エンジニアは、延 と々続くスレッドを確認して、どのインシデントが解決済みで、
どれが未解決なのか、誰が回答を待っているのかなどを把握していました。 
スプリント計画や製品レビューに向けたブリーフを作成する際には、複数のチ
ャンネルに散在するフィードバックを収集して 1 つのドキュメントにまとめる必
要がありました。ドキュメントが十分にないレガシーコードの作業では、オンボ
ーディングや修正に時間がかかっていました。

Slackbot 導入後

Slackbot がインシデントに関するチャンネルを短時間で要約し、対処済み
の事項、未解決の事項、フォローアップを必要としているメンバーをまとめて
くれます。また、プロダクト、デザイン、顧客に関するチャンネルからフィードバ
ックを収集し、スプリント計画についての話し合いに向けて構造化されたブリ
ーフを用意します。古いコードベースについて作業する際には、エンジニアは 
Slackbot に対して、コードと関連する会話をもとに、わかりやすいドキュメ 
ント、インラインのコメント、API の説明を作成するよう依頼できます。

これにより、チームは情報の取りまとめにかかる時間を短縮し、問題へのすば
やい対応と解決を実現して、プロジェクトの前進に注力できるようになります。
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IT チームは、絶え間なく寄せられるリクエスト、
システムアラート、トラブルシューティングを管理
しなければなりません。Slackbot は、IT チーム
がさまざまな情報の中からパターンを抜き出し、
問題を速やかに解決し、システムを円滑に運用
できるよう支援します。

IT チームは、トレ
ンド、問題、最適
化の機会を明確に
把握できるように

08
Slackbot 導入前

IT 担当者は、繰り返し発生する問題を発見するのに、サポートチャンネルやチ
ケットログを調べ回る必要がありました。ヘルプデスクのチャンネルでは、よく
ある質問への対応だけでバックログが発生していました。アクティブでないアカ
ウントや使われていないチャンネルなど、ワークスペースのアクティビティを確
認する際には、手作業でのレポート作成が必要でした。メールコネクタに関する
問題のトラブルシューティングや認証エラーに対処する場合には、複数のドキュ
メントや過去の議論から情報を集めなければなりませんでした。

Slackbot 導入後

Slackbot が以下のことを行ってくれます。

	• 複数の IT 関連チャンネルを調べて、その週に最も多く発生した問題をまとめ
たり、繰り返し発生している問題を発見したり、新たなドキュメント作成やプ
ロセス変更が必要な領域を見つけたりする

	• 会話の履歴から、頻繁に寄せられる質問を抽出し、簡潔な応答の下書きを作
成して、チケットのキュー削減に貢献する

	• 監査ログを確認して、アクティブでないゲストユーザーを把握し、システム最
適化の機会を特定する

	• 関連ドキュメントをまとめたり、過去の類似事例から次のステップを提案した
りすることで、Gmail や Outlook などの設定サポートやトラブルシューティ
ングを支援する 

回答をすばやく提供できる仕組みと、運用に関する明確なインサイトが得られ
ることで、IT チームは組織の成長につながる業務のサポートに注力できます。
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経営幹部とのミーテ
ィングの準備が数
分で完了
Slackbot 導入前

営業担当者は CFO の前で自信をもって説明でき
るようにするために、財務部門の協力を得な 
がら、何時間もかけて手作業で準備をする必要が
ありました。

Slackbot 導入後

営業担当者は、質問事項、トークのポイント、 
関連ソリューションの価値提案を盛り込んだ独自
のプレイブックを約 1 時間で作成できるようにな
りました。会議中に CFO から、どのような支援策
があるか問われた際にも、豊富な背景情報をもと
に説得力のある回答を用意していたことで、さら
に深い対話につなげることができました。

09
通常、経営幹部とのミーティングの前には入念な準備が必要です。経営幹部に
とって何が優先されるのかを理解し、過去のディスカッションを確認して、チー
ムの誰が何を発言するかについて調整しておく必要があります。

Salesforce のある営業担当者は、CFO との 30 分のミーティングに向けた準
備をする際に、Slackbot が以下のことを支援してくれるようになったと言い 
ます。

	• 最高戦略責任者、営業責任者、マーケティング責任者との会議に先立って、
必要な背景情報をまとめる

	• メモやスライドを Slack チャンネルや canvas にまとめる

営業担当者は Slackbot を以下のように活用しています。

1.	 顧客との過去の会話から、課題や目標など重要なトピックをまとめてもらう
2.	CFO との 30分のセッションに向けて、ミーティングプランを提案してもらう
3.	入手できる背景情報をもとに、その CFO に関連した質問の下書きをしても

らう
4.	買収統合のプレイブックやリアルタイムのプロジェクト財務ダッシュボード 

など、顧客の状況に合った価値提案を作成してもらう
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マネージャーは、チームメンバーがどのような仕
事に取り組んでいるのか、どこで行き詰まって
いるのか、どれが称賛に値する成果なのかを把
握する必要があります。そのための背景情報を 
Slackbot が明らかにしてくれることで、マネージ
ャーは情報収集に費やす時間を減らし、リーダ
ーとしての仕事に注力できます。

チームの状況を把
握し、メンバーを効
果的にサポートでき
るようマネージャー
を支援

10
Slackbot 導入前

マネージャーは、部下との面談を行うにあたって、複数のチャンネルや DM、 
プロジェクトのスレッドから最新情報をまとめる必要がありました。阻害要因を
把握するためにはプロジェクトの議論をすべて読まなければならず、チーム全
体のトピックやコミュニケーションの傾向を把握する際にも手作業が必要で 
した。メンバーを称賛しようと思っても、優れた成果の事例を知るのに「周囲の
人に聞いてまわる」しか方法がありませんでした。

Slackbot 導入後

Slackbot がチームの最近のアクティビティを要約して、成果をハイライトし、 
サポートが必要な領域を明らかにしてくれます。プロジェクト用のチャンネルを
分析して、行き詰まっているメンバーを見つけたり、遅れの原因を説明したり、
予定されている 1on1 で取り上げる内容を提案してもらったりも可能。パフォ
ーマンスに関する面談の準備をする際にも、Slackbot が Slack 全体からチー
ムメンバーの業務の事例を集めてくれます。チーム全体に関しても、会話内で繰
り返し取り上げられているテーマや、摩擦の兆候を特定してくれるため、マネー
ジャーは問題が大きくなる前にいち早く対策を講じることができます。

Slack 内でのアクティビティの情報から、Slackbot がマネジメントに役立つイ
ンサイトを抽出してくれるため、マネージャーはチームとのつながりを保ち、自信
をもって準備を整え、メンバーを明確にサポートできます。
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新しい Slackbot を迎える準備はできましたか？

Slackbot はこれまでの働き方に自然に溶け込むように設計されて
いるため、ユーザーは仕事の習慣を変える必要はありません。

Slackbot は以下のことを実現するのに役立ちます

	• 一人ひとりの従業員が、必要な準備を整え、集中力を保てるよう
にする

	• マネージャーやリーダーが全体像をいち早く把握できるように 
する

	• 法務、財務、エンジニアリングなどのスペシャリストが、手作業か
ら解放され、専門的な業務に注力できるようにする

Slackbot はすでに利用可能です。以下の方法で、今すぐ 
Slackbot の詳細をご確認ください。

	• デモ Slackbot の紹介ビデオを見る
	• お問い合わせ 営業担当者がお客さまの組織に合ったプランをご
紹介

人、エージェント、データを集約する場所として Slack を導入するチ
ームが増えるにつれて、コンテキストは障壁ではなく資産となって
いきます。コンテキストを理解する Slackbot を利用することで、 
チームはあらゆる会話をもとに、仕事をよりスピーディーかつスマー
トに進められるようになります。

https://slack.com/intl/ja-jp/features/slackbot/demo-slackbot
https://slack.com/intl/ja-jp/features/slackbot/contact-sales
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